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高冷地域応用フィールド演習 今井　裕理子

Applied Field Seminar for highland Agriculture 　

2 前期(集中) 集中･不定期 3年生

　 演習

該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Aカリ, ２０２１Aカリ, ２０２０Aカリ, ２０１９Aカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的な知識や研究能力を修得し 高冷地域における蔬菜，果樹，花卉，作物等について，栽培管
ている 理技術を習得できる

⇔

２０２６A３編（24A）, ２０２５A３編（23A）, ２０２４Aカリ, ２０２３Aカリ

【2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的知識や研究能力を基礎とし 高冷地域における蔬菜，果樹，花卉，作物等について，栽培管
て的確な情報を収集・理解し、発信できる能力を修得している。 理技術を習得できる

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

環境共生

(3)全学横断特別
教育プログラム

環境マインド実践人材養成コース

(4)授業の概要 この演習では，準高冷地の構内ステーションの生産圃場において主に野菜類や果樹を教材として，圃場
の準備，播種，定植，収穫および出荷までの作業を通じて生産技術の習得を目的とする．また，近隣施
設の見学を適時行いながら，高冷地域における作物生産や流通システムについて理解を深める．実作業
を通じて技術や知識を学ぶと共に，主体性や協調性を養うことも目的とする．

(5)授業計画 5月16日（土），6月6日（土），9月16日（水）～18日（金）に実施する．
１，２回目は9:00～12:10，３～５回目は9:00～16:10（最終日は15:00終了予定）

１回目　　：野菜類の播種・育苗
２回目　　：野菜類の定植
３～５回目：園芸作物の栽培管理と収穫・出荷準備，
　　　　　　JA上伊那果実選果場見学，レポート作成・授業アンケート回答

全て構内ステーションで行います．

(6)自主学習の指
針

実習で扱う作物の生態や栽培手法，高冷地農業等に関連する授業の復習や書籍を読んでおくことを勧め
ます．

実習で扱う野菜類や園芸作物として，加工用トマト,ナス，カボチャ，スィートコーン，レタス，ブロッ
コリー，キャベツ，イチゴ，ナシ，ブドウ，リンゴ等を予定しています．

(7)成績評価の基
準

60点分の配分は，実習を受ける態度，積極性，協力する姿勢などにより採点します．40点分はレポート
内容によって採点します．
評価基準は以下の通り．
　秀：90点以上（授業の達成目標の水準からみて卓越している）
　優：80～89点（授業の達成目標の水準よりかなり上にある）
　良：70～79点（授業の達成目標の水準よりやや上にある）
　可：60～69点（授業の達成目標の水準にある）
　不可（D）：50～59点（授業の達成目標の水準よりやや下にある）
　不可（E）：49点以下（授業の達成目標の水準よりかなり下にある）

(8)事前事後学習
の内容

高冷地域農業について学んだことを通し，農業という産業の重要性について再考し，勉強の意欲に繋げ
るように関係する書籍などを読む

(9)テストやレポ
ートの予定

レポートおよび感想を最終日に提出

(10)成績評価の方
法

上記のとおり，受講態度60点，レポート40点で評価します．

(11)質問、相談へ
の対応および連
絡先

質問は適宜受け付けます．

草地畜産学研究室（AFC構内ステーション農場研究棟）
今井裕理子：yuriko_imai@shinshu-u.ac.jp

(12)履修上の注意 ・A2550300・A2550301のいずれか一方の履修のみしか認めません．
　また，両方の単位修得はできません．
・既に応用フィールド演習を単位修得している学生の履修も認めません．
・履修上限を20名とします．定員を超過した場合は，志望理由書等で選抜をします ．
・全5回の演習のすべてに出席することが条件です．
・傷害保険に加入していることを履修条件とします．
・持ち物：医療保険証，作業着（上下），帽子，作業用手袋，長靴，水筒，日焼け止め，筆記用具等
・3～5回目の期間中の昼食は各自で用意してください．
・天候と実習対象作物の生育状況によっては，予定を変更することがあります．

【教科書】 参考資料を配付します．



【参考書】 特に指定しません．


